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同次の各問いに答えよ。

(1) "=-2, "=5のとき(-gi)｡←(学)-(‐ "21/)2の値を求めよ。

(2)碗，〃は3桁の自然数であり, 2019+77z2="2を満たしている。加，〃の値をそれぞれ

求めよ。

(3) g=αZ2で， Zの変域が－3≦〃≦2でgの変域が－4≦g≦bであるとき, a, 6の

値をそれぞれ求めよ。

(4)袋の中に1から3の数字が1つずつ書かれたカードが2枚ずつ合計6枚入っている。

この袋から3枚のカードを同時に取り出す。このとき， 1， 2， 3のカードが1枚ずつ

選ばれる確率は「ﾃ司である｡3枚のｶｰドに書かれている数字の合計が5となる確

率は[二口であり,合計が偶数となる確率は[~弓司である｡「ﾃ司， [－7~]，
「5~]に当てはまる値をそれぞれ求めよ。

(5) 3桁の正の整数"がある。〃を100で割った余りは百の位の数を12倍した数にl加え

た数に等しい。また，〃の一の位の数を十の位に，〃の十の位の数を百の位に，〃の百

の位の数を一の位にそれぞれ置きかえてできる数はもとの整数Ⅳより63大きい。

このとき，正の整数Ⅳを求めよ。
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同次の各問いに答えよ。

(1)下の図のように， 円周上に6点A, B, C, D, E, Fがあり，
へへへへへ

4ACF=95｡, AB=BC=CD=DE=EFである。

このとき, 4BFEの大きさを求めよ。

(2) 下の図のような, 4C=90.である直角三角形ACBがある。

点Cから辺ABに引いた垂線と辺ABとの交点をD, zABCの二等分線と辺ACとの

交点をEとすると,AE=3,EC=2となった。線分BEと線分CDとの交点をFと

するとき，線分DFの長さを求めよ。
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(3) 下の図において,4ABCはAC=9, 4ACB=90°の直角三角形である。点りは頂点

Aを中心とし，半径が9である円と辺ABとの交点であり, 4CAD=60.である。

また，点E,F,GoHは辺AB上の点であり,DE=EF,FG=GH=1を満たしている。

線分DF,線分FHを直径とする2つの半円が辺BCと接する点をそれぞれT, Uと

するとき,線分DEの長さは[~ﾃｰ]であり，図の斜線部分の面積はmである。

「ﾃｰｺ,「孑司に当てはまる値をそれぞれ求めよ。
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(4) 下の図において，三角形A'B'Cは正三角形ABCを点Cを中心として，辺ABと辺

A'B'が1点で交わるように回転させたものである。辺ABと辺B'Cとの交点をD,辺

ACと辺A'B'との交点をEとするとき,4BCD=4A'CEであることを証明せよ。
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回 放物線"=fz'上に鯉標がそれぞれ2, 4である2点A, Bをとる｡点Aを通り．
切片が5である直線を@,点Bを通り直線、に平行な直線をmとする。直線@,”と放物線

との交点のうち,A, Bと異なる点をそれぞれC, Dとする。線分BD上に点Pをとるとき，

次の各問いに答えよ。

(1)直線、の式を求めよ。

（2）点Cの座標を求めよ。

（3） 四角形ABPCが平行四辺形になるとき，点PのZ座標を求めよ。

(4) "軸によって四角形ABPCを面積の等しい2つの四角形に分けるとき，点Pの〃座標

を求めよ。

(5) 4PABの面積が四角形ABPCの面積の舟倍となるように点Pをとり. 四角形
ABPCを〃軸によって2つに分ける。この2つのうち，点Aを含む方の図形の面積をABPCをg軸によって2つに分ける。 《

S,四角形ABPCの面積をTとするとき， S:Tを求めよ。
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回 立体ABC-DEFは五面体である。四角形BEFCは長方形,4DEFは一辺が2〃の

正三角形である。また、四角形ABEDと四角形ACFDは合同であり, AD=2,BE=4,

4ABE=4BAD=90｡である｡辺DE上にDP=竿と鞍るように点Pをとるとき
次の各問いに答えよ。

(1)辺ABの長さを求めよ。

（2） 立体ABC-DEFの体積を求めよ。

（3）線分BPの長さを求めよ。

（4） 立体ABC-DEFを3点B, C, Pを通る平面で切断して2つに分けるとき，点Aを

含む方の体積を求めよ。
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